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一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
宝
巻
に
み
る
俗
曲
と
江
戸
時
代
の
日
本
に
伝
わ
る
明
清
楽
の
比
較
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
清
俗
曲
の
流
伝
と
変
化

の
一
側
面
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　「
明
清
楽
」
と
い
う
名
称
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
雅
た
る
「
明
楽
」
と
主
に
明
清
俗
曲
か
ら
伝
わ
る
「
清
楽
」
の
総
称
と
、
僅
か
な

「
明
楽
」
を
吸
収
し
た
「
清
楽
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
持
つ
が
、
本
稿
は
通
俗
文
学
と
関
わ
り
の
深
い
俗
曲
を
研
究
対
象
と
し
て
お

り
、
こ
こ
で
い
う
「
明
清
楽
」
も
後
者
を
指
す
。

　
宝
巻
に
み
る
俗
曲
は
主
に
明
の
正
徳
か
ら
清
の
康
煕
年
間
に
か
け
て
（
お
よ
そ
一
五
〇
〇
～
一
七
〇
〇
の
二
百
年
間
）、
宗
教
教
派
に

よ
る
宣
巻
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
当
時
の
流
行
歌
曲
で
あ
り
、
明
清
楽
に
お
け
る
俗
曲
は
文
化
文
政
期
（
一
八
〇
四
～
一
八
三
〇
）
以
降
、

日
本
の
文
人
の
間
で
も
て
は
や
さ
れ
た
清
国
の
都
市
流
行
歌
謡
と
し
て
知
ら
れ
る
。
両
者
は
、
時
期
的
に
も
地
理
的
に
も
遠
く
離
れ
、
宗

教
的
と
都
市
芸
能
的
と
い
う
性
質
も
異
な
り
、
代
表
と
す
る
ジ
ャ
ン
ル
も
異
な
り
、
中
国
俗
文
学
史
上
で
も
日
本
の
音
楽
史
上
で
も
、
互

宝
巻
に
み
る
俗
曲
と
日
本
明
清
楽

　
　
通
俗
文
芸
の
受
容
と
変
容
の
視
点
か
ら
　
　

辻
　
　
　
　
　
リ
　
　
ン
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い
に
交
錯
す
る
接
点
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
対
照
し
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
も
皆
無
に
等
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方

は
語
り
物
芸
能
の
中
で
、
一
方
は
異
国
伝
来
の
文
芸
の
中
で
、
時
間
を
越
え
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
、
そ
の
文
学
的
性
格
の
上
で
、
一
脈
相

通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
俗
曲
と
は
、
雅
た
る
宮
廷
音
楽
、
廟
堂
音
楽
に
対
し
て
、
一
般
的
に
明
清
時
代
の
民
間
で
流
行
す
る
通
俗
的
な
歌
曲
と
い
う
意
味
で
、

当
時
「
時
調
」、「
時
曲
」、「
小
調
」
や
「
小
曲
」
と
呼
ば
れ
た
都
市
歌
謡
、
お
よ
び
南
北
曲
の
俗
唱
の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
る
。
明
末
の

卓
人
月
は
当
時
の
俗
曲
に
つ
い
て
、

　
　
我
が
明
は
詩
は
唐
に
譲
り
、
詞
は
宋
に
譲
り
、
曲
は
ま
た
元
に
譲
る
も
、
庶ほ

幾ぼ

〔
呉
歌
〕〔
掛
枝
児
〕〔
羅
江
怨
〕〔
打
棗
竿
〕〔
銀
絞

絲
〕
の
類
は
、
我
が
明
の
一
絶
た
る
や（

（
（

。

と
述
べ
る
。
明
清
時
代
に
於
い
て
大
流
行
し
た
俗
曲
は
、
唐
詩
・
宋
詞
・
元
曲
と
並
べ
ら
れ
る
ほ
ど
、
時
代
を
代
表
す
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
明
清
俗
曲
は
音
楽
学
、
社
会
文
化
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
、
音
韻
学
を
研
究
す
る
上
で
も
大
変
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
貴
重

な
史
料
価
値
が
あ
る
。
そ
の
研
究
は
文
学
、
音
韻
学
、
音
楽
学
な
ど
多
角
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
と
い

う
の
は
、「
詩
歌
」「
詩
の
唱
和
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、『
詩
経
』
は
じ
め
、
唐
詩
・
宋
詞
（
詩
余
）・
元
曲
・
明
清
俗
曲
に
見
ら

れ
る
「
詩
」
は
総
じ
て
、
一
定
の
リ
ズ
ム
と
調
子
に
載
っ
て
唱
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
歌
曲
に
は
曲
牌
と
歌
詞
（
韻
文
の

内
容
）
が
含
ま
れ
る
。
曲
牌
は
曲
調
の
名
称
で
、
リ
ズ
ム
を
示
し
、
句
数
、
句
ご
と
の
文
字
数
、
平
仄
と
韻
を
決
め
、
い
わ
ば
歌
曲
の
骨

組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
俗
曲
の
曲
名
（
歌
名
）
は
そ
の
ま
ま
曲
牌
を
用
い
る
（
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
曲
名
を
〔
　
〕
で
示
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す
）。
例
え
ば
前
掲
の
〔
掛
枝
児
〕〔
打
棗
竿
〕
や
、
今
も
な
お
日
本
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
明
清
楽
〔
九
連
環
〕〔
抹
梨
花
〕〔
金
線
花
〕
な

ど
。
こ
の
よ
う
な
曲
牌
と
韻
文
の
受
容
・
変
容
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
解
明
す
べ
き
文
学
的
な
要
素
が
認
め
ら
れ
る（

（
（

。
し
か
し
通
俗
文

学
史
の
立
場
か
ら
、
俗
曲
の
翳
覆
す
る
と
こ
ろ
の
影
を
捉
え
た
論
考
は
い
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
本
稿
で
取
上
げ
る
宝
巻
に

み
る
俗
曲
。
宗
教
家
に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
仏
曲
お
よ
び
伝
用
さ
れ
た
都
市
歌
曲
は
、
確
か
に
宗
教
音
楽
と
し
て
の
重
要
性
を
も
っ
て
い
る

が
、
そ
の
鑑
賞
や
評
価
だ
け
で
は
学
問
的
に
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
世
間
に
流
伝
し
、
ど
の
よ
う
に
人
々
の
心
に
沁
み
こ
ん
で

い
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
と
い
う
過
程
こ
そ
、
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
同
様
な
こ
と
は
幕
末
の
長
崎
に

伝
来
し
広
ま
っ
た
明
清
楽
に
対
し
て
も
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
明
清
楽
の
研
究
は
総
じ
て
い
え
ば
、
主
に
そ
の
社
会
現

象
、
音
楽
学
、
文
化
交
流
史
の
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た（

（
（

。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
通
俗
文
学
史
の
視
点
か
ら
、
ま
ず
曲
牌
（
ま
た
は
曲
名
）
を
手
掛
か
り
に
、
宝
巻
に
み
る
俗
曲
と
明
清
楽
に
お
け
る

同
曲
調
の
も
の
を
整
理
・
比
較
し
、
両
者
の
來
歴
と
流
伝
、
変
化
を
探
り
な
が
ら
、
そ
の
様
相
お
よ
び
要
因
を
考
え
て
み
た
い
。

二
　
明
清
俗
曲
の
流
伝
に
つ
い
て

　
明
清
俗
曲
お
よ
び
そ
の
文
学
価
値
に
つ
い
て
、
鄭
振
鐸
は
「
明
代
的
時
曲
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

（
（

。

　
　
い
わ
ゆ
る
時
曲
と
は
、
民
間
の
詩
歌
を
指
す
が
、
凡
そ
文
人
学
士
に
よ
る
創
作
で
は
な
い
も
の
や
、「
大
雅
の
堂
に
登
せ
ざ
る
」
小

調
は
、
明
代
の
人
は
皆
こ
れ
を
「
時
曲
」
と
い
う
。
故
に
時
曲
と
い
う
一
個
の
名
称
の
中
に
、
往
々
に
し
て
最
も
珍
異
な
珠
玉
や
宝
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石
の
よ
う
も
の
が
蘊
え
ら
れ
て
い
る
。

　
鄭
振
鐸
の
か
よ
う
な
好
評
を
受
け
る
俗
曲
は
、
明
の
中
頃
か
ら
、
お
も
に
都
市
の
盛
り
場
な
ど
で
流
行
し
は
じ
め
、
清
代
に
至
っ
て
さ

ら
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
本
来
、
民
間
の
歌
垣
の
歌
と
し
て
唱
わ
れ
た
も
の
も
、
商
工
業
の
発
展
と
都
市
の
繁
栄
に
相
ま
っ
て
、
都
市
に

流
入
し
、
ほ
か
の
俗
曲
と
と
も
に
、
大
流
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
市
民
階
層
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
人
も
か
な
り
な
関

心
を
持
ち
高
く
評
価
し
た
。
例
え
ば
「
嘉
靖
八
才
子
」
の
一
人
で
あ
っ
た
李
開
先
（
一
五
〇
一
～
一
五
六
八
）
は
、「
市
井
艶
詞
序
」
の

中
で（

（
（

、

　
　
正
徳
の
初
め
に
〔
山
坡
羊
〕
を
尚
び
、
嘉
靖
の
初
め
に
〔
鎖
南
枝
〕
を
尚
ぶ
。（
中
略
）
語
意
は
則
ち
肺
腑
よ
り
直
ち
に
出
で
、
彫

刻
を
加
へ
ず
。
俱
に
男
女
相
與
の
情
に
し
て
、
君
臣
友
朋
と
雖
も
亦
た
此
に
託
す
る
者
多
し
。
其
の
情
の
尤
も
人
を
感
ぜ
し
む
る
に

足
る
を
以
て
な
り
。
故
に
風
は
謡
口
よ
り
出
で
、
真
詩
は
只
だ
民
間
に
在
る
の
み
。

と
述
べ
る
。
ま
た
俗
曲
を
集
め
よ
う
と
す
る
文
人
も
現
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
通
俗
文
芸
の
旗
手
と
さ
れ
る
明
末
の
馮
夢
龍
は
約
四
百

首
を
集
め
る
俗
曲
集
『
掛
枝
児
』
を
編
集
し
た（

（
（

。
こ
う
し
た
文
人
の
評
価
と
収
集
に
よ
り
、
ま
た
一
方
、
折
か
ら
の
印
刷
技
術
の
発
達
と

相
ま
っ
て
、
俗
曲
は
芸
術
的
高
レ
ベ
ル
へ
と
発
展
す
る
と
同
時
に
、
語
り
物
芸
能
や
戯
劇
の
作
品
に
も
取
り
入
ら
れ
る
。
運
河
お
よ
び
海

上
の
商
客
の
移
動
に
伴
っ
て
、
中
国
の
全
土
、
日
本
や
東
南
ア
ジ
ア
に
ま
で
広
ま
っ
た
。

　
明
清
俗
曲
は
各
地
へ
流
伝
す
る
過
程
で
、
歌
い
手
や
文
人
な
ど
に
よ
る
改
変
も
行
わ
れ
て
き
た
の
で
、
一
見
し
て
曲
牌
（
ま
た
は
曲

名
）
が
異
な
っ
て
も
、
実
際
は
同
じ
曲
調
で
あ
る
も
の
（
異
名
同
曲
）
も
多
く
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
俗
曲
の
変
遷
を
解
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明
す
る
に
は
、
関
連
資
料
に
基
づ
い
て
同
曲
牌
の
源
流
と
流
布
、
変
化
の
過
程
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で

は
ま
ず
年
代
順
に
現
存
す
る
主
な
俗
曲
の
文
献
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

　
現
存
す
る
明
代
俗
曲
集
の
中
で
、
最
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
成
化
年
間
（
一
四
六
五
〜
一
四
八
七
）
の
『
新
編
四
季
五
更
駐
雲

飛
』『
新
編
題
西
廂
記
詠
十
二
月
賽
駐
雲
飛
』『
新
編
太
平
時
賽
賽
駐
雲
飛
』『
新
編
寡
婦
烈
女
詩
曲
』
と
い
う
四
種
の
作
品
集
で
あ
る
。

『
新
編
四
季
五
更
駐
雲
飛
』
の
巻
末
に
見
え
る
「
成
化
七
年
金
台
魯
氏
新
刊
印
行
」
と
い
う
記
載
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
成
化
七
年
（
一

四
七
一
）
に
北
京
で
魯
氏
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
前
の
三
種
の
中
で
は
〔
駐
雲
飛
〕
が
計
一
八
七
首
収

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、〔
駐
雲
飛
〕
は
明
の
成
化
年
間
の
民
間
で
大
流
行
し
た
曲
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
四
種
の
「
新

編
」
や
「
賽
」（
前
書
よ
り
勝
る
）
と
い
う
言
葉
か
ら
、
当
時
の
流
行
歌
曲
の
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、『
新
編
四
季
五
更
駐
雲
飛
』
の
み
を
例
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
作
品
集
に
は
〔
駐
雲

飛
〕
七
七
首
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
句
法
は
南
曲
の
中
呂
宮
に
属
す
る
曲
牌
〔
駐
雲
飛
〕
と
同
じ
で
、
字
数
の
定
格
は
『
九
宮
大
成
譜
』

に
よ
れ
ば
、
四
・
七
・
五
・
五
・
一
・
五
・
三
・
四
・
五
・
七
（
十
句
）
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
俗
曲
の
場
合
に
は
、
定
格
な
ど
を
厳
守

し
な
い
。
定
格
よ
り
一
、
二
字
を
増
し
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　
嘉
靖
年
間
の
李
開
先
に
よ
る
『
詞
謔
』
は
上
述
す
る
俗
曲
集
よ
り
も
多
く
の
曲
牌
を
収
録
し
て
お
り
、
重
要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

曲
牌
は
次
の
三
十
二
種
で
あ
る（

（
（

。

　〔
叨
叨
令
〕〔
傍
粧
台
〕〔
酔
太
平
帯
蓮
花
落
〕〔
満
庭
芳
〕〔
寨
児
令
〕〔
沉
酔
東
風
〕〔
朝
天
曲
〕〔
清
江
引
〕〔
集
賢
賓
〕〔
逍
遥
楽
〕

〔
金
菊
香
〕〔
梧
桐
雨
〕〔
醋
葫
蘆
〕〔
後
庭
花
〕〔
青
歌
児
〕〔
柳
葉
児
〕〔
尾
声
〕〔
朝
天
子
〕〔
落
梅
風
〕〔
山
坡
羊
〕〔
黄
鶯
〕〔
黄
鶯
児
〕

〔
嘲
村
婦
〕〔
弄
猴
〕〔
胡
十
八
〕〔
駐
馬
聴
〕〔
塞
鴻
秋
〕〔
鎖
南
枝
〕〔
一
枝
花
〕〔
梁
州
〕〔
折
桂
令
〕〔
雁
児
落
過
徳
勝
令
〕〔
紅
繍
靴
〕

　
な
お
、
就
中
の
〔
山
坡
羊
〕
は
大
変
人
気
で
、
次
に
述
べ
る
清
代
の
『
霓
裳
続
譜
』
や
『
白
雪
遺
音
』
に
も
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
改
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作
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
後
述
す
る
宝
巻
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。

　
清
の
顔
自
徳
・
王
廷
紹
が
編
集
し
、
乾
隆
六
十
年
（
一
七
九
五
）
に
刊
刻
さ
れ
た
『
霓
裳
続
譜
』
は
、
清
代
に
お
け
る
最
も
代
表
的
な

俗
曲
集
で
あ
る
。
こ
の
書
は
当
時
民
間
に
口
承
で
伝
わ
っ
て
い
た
約
三
十
種
類
の
曲
牌
、
計
六
百
二
十
二
首
の
歌
曲
を
集
め
て
お
り
、

「
衢
巷
之
語
、
市
井
之
謡
、
靡
不
畢
具
」（
王
廷
紹
「
序
」）
と
い
う
よ
う
に（

（
（

、
そ
の
内
容
は
極
め
て
豊
富
で
あ
る
。『
霓
裳
続
譜
』
の
本
文

八
巻
の
う
ち
、
最
初
の
三
巻
は
す
べ
て
〔
西
調
〕
で
あ
り
、
二
四
〇
首
を
収
め
る
。
こ
の
中
の
大
部
分
は
閨
怨
思
婦
の
曲
で
、
そ
の
他

に
伝
奇
小
説
を
詠
む
歌
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
後
の
五
巻
は
、〔
寄
生
草
〕〔
岔
曲
〕〔
跌
落
金
銭
〕〔
黄
鸝
調
〕〔
劈
破
玉
〕〔
馬
頭
調
〕〔
秧

歌
〕〔
蓮
花
落
〕〔
銀
絞
絲
〕〔
打
棗
竿
〕
等
の
流
行
歌
曲
で
あ
る
。

　『
白
雪
遺
音
』
は
、
清
の
嘉
慶
・
道
光
の
間
に
流
行
し
た
俗
曲
集
で
あ
る（

（1
（

。
編
集
者
で
あ
る
華
広
生
は
嘉
慶
九
年
（
一
八
○
四
）
か
ら

俗
曲
を
集
め
は
じ
め
、
道
光
八
年
（
一
八
二
八
）
に
刊
行
す
る
に
至
る
ま
で
そ
の
編
集
に
二
十
余
年
を
費
し
た
。
彼
は
済
南
に
住
ん
で
い

た
た
め
、
山
東
を
中
心
と
し
て
流
行
し
た
歌
、
特
に
〔
馬
頭
調
〕
を
最
も
多
く
収
集
し
た
。
全
四
巻
の
八
四
六
首
の
う
ち
、
巻
一
と
巻
二

だ
け
で
、
約
四
百
首
の
〔
馬
頭
調
〕
を
収
め
て
い
る
。

　
以
上
、
現
存
す
る
主
な
俗
曲
の
文
献
資
料
を
簡
単
に
み
て
き
た
。
劉
暁
静
氏
は
『
中
国
明
代
俗
曲
文
献
的
分
類
梳
理
与
曲
牌
統
計
』

で
（
（1
（

、
現
存
す
る
明
代
の
資
料
に
拠
っ
て
曲
牌
を
整
理
し
た
結
果
、
異
名
同
曲
を
除
い
た
明
代
俗
曲
の
曲
牌
は
三
一
六
種
あ
る
と
統
計
し
て

い
る
。
た
だ
し
口
承
文
芸
は
非
文
字
的
な
伝
承
に
よ
る
も
の
も
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
、
現
存
す
る
文
献
資
料
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
氏

の
統
計
は
あ
く
ま
で
も
現
存
す
る
文
人
の
手
に
拠
る
文
字
記
録
に
限
っ
た
数
字
に
す
ぎ
な
い
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味

で
も
、
本
稿
で
取
上
げ
る
宝
巻
に
み
る
俗
曲
は
重
要
な
史
料
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
。
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三
　
宝
巻
に
み
る
俗
曲

　
現
存
す
る
宝
巻
テ
キ
ス
ト
は
そ
の
体
裁
と
内
容
の
特
徴
か
ら
、
元
末
明
初
か
ら
清
の
康
煕
に
か
け
て
成
立
し
た
古
宝
巻
と
、
清
の
嘉
慶

十
年
（
一
八
〇
四
）
以
降
民
国
年
間
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
新
宝
巻
と
大
別
さ
れ
る
。
古
宝
巻
は
総
じ
て
散
文
、
韻
文
、
俗
曲
の
三
種
の

文
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
新
宝
巻
に
は
俗
曲
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
な
お
、
俗
曲
も
韻
文
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
一
定

の
曲
調
を
持
つ
と
い
う
点
で
異
な
る
。

　
宝
巻
に
お
け
る
俗
曲
の
使
用
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
宋
金
元
に
流
行
し
た
諸
宮
調
の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、

明
代
に
は
す
で
に
亡
び
て
い
た
諸
宮
調
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
雑
劇
伝
奇
は
す
べ
て
こ
の
形
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
宮
調
や
劇
の
曲

文
は
叙
述
の
主
体
と
な
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
宝
巻
の
俗
曲
は
叙
述
用
の
韻
散
文
に
対
し
て
は
附
属
の
形
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
影
響

を
受
け
た
と
し
て
も
間
接
的
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
む
し
ろ
明
の
成
祖
が
永
楽
年
間
に
勅
に
よ
っ
て
、『
諸
仏
世
尊
如
来
菩
薩
尊
者
名
称
歌

曲
』
を
刊
行
し
、
無
数
の
南
北
曲
調
を
借
り
、
大
部
の
佛
曲
集
と
し
て
各
寺
院
に
散
施
し
詠
わ
せ
た
こ
と
が
、
直
接
の
刺
激
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
年
代
的
に
み
て
も
、
曲
子
の
仏
曲
の
応
用
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
、
こ
の
方
こ
そ
有
力
な
先
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
と
に

か
く
宝
巻
の
よ
う
な
大
衆
の
集
会
に
お
い
て
説
唱
さ
れ
る
も
の
が
、
こ
の
よ
う
な
民
間
の
流
行
曲
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
自
然

で
あ
り
、
宝
巻
と
い
う
唱
導
文
学
の
通
俗
化
と
し
て
注
目
す
べ
き
示
唆
的
な
現
象
だ
と
い
え
よ
う
。

　
早
期
の
宝
巻
を
読
ん
で
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
俗
曲
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
の
正
徳
以
降
（
お
よ
そ
一
五
〇
〇
年
以
降
）
の

民
間
教
派
宝
巻
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
恐
ら
く
明
代
中
期
以
降
に
特
に
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
形
式
で
あ
ろ
う
。
明
代
中
期
以
降
の

民
間
宗
教
結
社
は
神
秘
的
で
難
解
な
教
理
を
大
衆
向
き
に
講
義
を
行
う
た
め
、
通
俗
物
語
を
引
用
し
な
が
ら
、
一
宗
門
の
教
義
を
織
り
込

み
、
宝
巻
を
創
作
し
て
い
た（

（1
（

。
ま
た
聴
衆
の
興
味
を
引
く
た
め
に
、
当
時
流
行
し
て
い
た
俗
曲
を
も
挿
入
し
て
音
曲
性
を
加
え
て
、
聴
衆
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（
ま
た
は
信
者
）
を
楽
し
ま
せ
た
。
そ
れ
ら
の
民
間
教
派
宝
巻
は
、
主
に
そ
の
一
宗
門
の
教
祖
ま
た
は
上
級
幹
部
に
よ
っ
て
創
ら
れ
て
、

内
容
を
大
別
す
れ
ば
説
理
的
な
宗
教
系
と
娯
楽
的
、
叙
事
的
な
物
語
系
と
が
あ
る
。
宝
巻
に
お
け
る
俗
曲
の
使
用
に
関
し
て
、
澤
田
瑞

穂
氏
は
「
こ
れ
を
挿
入
す
る
こ
と
は
古
宝
巻
の
体
裁
上
の
一
大
特
色
で
あ
る
」
と
し
、「『
金
剛
科
儀
』『
香
山
宝
巻
』
お
よ
び
羅
祖
の
五

部
経
に
は
こ
の
例
が
な
く
、『
目
連
救
母
出
離
地
獄
生
天
宝
巻
』
に
は
〔
金
字
経
〕
と
〔
掛
金
鎖
〕
の
二
調
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
時

代
は
決
定
で
き
な
い
。
嘉
靖
三
十
年
代
の
『
孔
雀
尊
経
科
儀
』
に
は
〔
掛
金
鎖
〕〔
寄
生
草
〕〔
清
江
引
〕〔
浪
淘
沙
〕〔
金
字
経
〕〔
採
茶

声
〕
の
六
調
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
嘉
靖
年
代
に
す
で
に
行
わ
れ
た
」
と
論
じ
た（

（1
（

。
車
錫
倫
は
「
こ
の
よ
う
な
教
派
宝
巻
は
明
の
万

暦
年
間
に
集
中
し
、
清
の
康
煕
年
間
に
も
多
少
見
ら
れ
る
。
康
煕
以
降
は
俗
曲
を
唱
わ
な
く
な
る
」
と
指
摘
し
、
流
行
し
た
お
よ
そ
の
期

間
を
判
明
し
た（

（1
（

。

　
民
間
教
派
宝
巻
の
俗
曲
を
多
用
す
る
ス
タ
イ
ル
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
明
清
時
代
に
俗
曲
が
大
流
行
し
て
い
た
背
景
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
俗
曲
の
現
存
す
る
文
献
資
料
が
少
な
い
中
、
宝
巻
に
み
る
俗
曲
は
明
清
時
代
の
俗
曲
研
究
に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料
と
な
ろ

う
。
例
え
ば
、
清
・
乾
隆
の
李
斗
撰
『
揚
州
画
舫
録
』
に｢

又
有
李
殿
臣
者
，
善
為
新
声
，
至
今
效
之
，
為
之
〔
黎
調
〕，
亦
名
〔
跌
落

金
銭
〕｣

が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
に
拠
り
、〔
跌
（
畳
）
落
金
銭
〕
は
李
殿
臣
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
曲
は
万
暦
年
間
に
す

で
に
、
黄
天
教
の
教
徒
悟
空
著
『
護
国
佑
民
伏
魔
宝
巻
』、『
霊
応
泰
山
娘
娘
宝
巻
』、『
東
嶽
泰
山
十
王
宝
巻
』
に
見
ら
れ
、
ま
た
清
末
の

抄
本
『
仏
説
劉
子
忠
賢
良
宝
巻
』
の
分
第
二
一
の
見
出
し
に
、「
員
外
苦
悩
馬
氏
分
第
二
十
一
〔
迭
落
金
銭
〕」
と
あ
り
、
ほ
か
の
教
派
宝

巻
に
も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
車
錫
倫
氏
は
俗
曲
を
用
い
る
宝
巻
五
二
種
（
主
に
教
派
宝
巻
、
う
ち
四
種
は
清
初
の
民
間
宝
巻
）
を
整
理
し
、
こ
の
五
二
種
の
宝
巻
に

使
わ
れ
て
い
る
曲
調
が
全
部
で
二
二
三
種
あ
る
と
統
計
し
て
い
る（

（1
（

。
以
下
に
車
氏
の
研
究
に
即
し
て
、
宝
巻
名
と
版
本
、
使
用
す
る
曲
牌

数
を
列
記
し
（
同
巻
に
重
複
使
用
の
曲
牌
は
一
種
と
す
る
）、
主
要
曲
牌
の
使
用
頻
度
を
ま
と
め
る
。
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1
　『
薬
師
本
願
功
徳
宝
巻
』、
明
嘉
靖
二
二
年
、
北
京
李
家
舗
刊
刻
。
曲
牌
七
種
。

　
2
　『
皇
極
金
丹
九
蓮
還
郷
宝
巻
』、
明
嘉
靖
年
間
、
金
丹
道
宝
巻
。
曲
牌
二
〇
種
。

　
3
　『
仏
説
皇
極
結
果
宝
巻
』、
明
万
暦
刊
本
。
曲
牌
十
三
種
。

　
4
　『
仏
説
二
十
四
孝
賢
良
宝
巻
』、
明
万
暦
年
間
、
無
為
教
宝
巻
。
北
京
費
舗
刊
刻
。
曲
牌
一
種
。

　
5
　『
明
孝
宗
義
達
本
宝
巻
』、
明
・
釈
子
大
寧
編
、
無
為
教
宝
巻
、
清
刊
本
。
曲
牌
二
種
。

　
6
　『
銷
釈
真
空
宝
巻
』、
明
・
無
為
教
宝
巻
、『
北
京
図
書
館
館
刊
』
抄
本
（
一
九
三
一
年
）。
曲
牌
二
種
。

　
7
　『
銷
釈
真
空
掃
心
宝
巻
』、
明
・
孫
真
編
、
無
為
教
宝
巻
、
万
暦
二
三
年
刊
本
。
曲
牌
二
二
種
。

　
8
　『
銷
釈
印
空
実
際
宝
巻
』、
無
為
教
宝
巻
、
清
初
刊
本
。
曲
牌
二
三
種
。

　
9
　『
普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』、
明
・
普
明
編
、
黄
天
教
宝
巻
、
万
暦
二
七
年
重
刊
。
曲
牌
三
三
種
。

　
10
　『
混
元
弘
陽
飄
高
臨
凡
経
』、
弘
陽
教
宝
巻
、
明
刊
折
本
。
曲
牌
五
種
。

　
11
　『
弘
陽
嘆
世
経
』、
弘
陽
教
宝
巻
、
明
刊
折
本
。
曲
牌
一
種
。

　
12
　『
弘
陽
悟
道
明
心
経
』、
弘
陽
教
宝
巻
、
明
刊
折
本
。
曲
牌
二
種
。

　
13
　『
弘
陽
苦
功
悟
道
経
』、
弘
陽
教
宝
巻
、
明
刊
折
本
。
曲
牌
四
種
。

　
14
　『
銷
釈
開
心
結
果
宝
巻
』、
明
・
還
源
教
宝
巻
、
万
暦
十
九
年
北
京
党
小
庵
刊
折
本
。
曲
牌
十
五
種
。

　
15
　『
銷
釈
悟
性
還
源
宝
巻
』、
明
・
還
源
教
宝
巻
、
崇
禎
十
三
年
重
刊
折
本
。
曲
牌
十
一
種
。

　
16
　『
銷
釈
明
静
天
華
宝
巻
』、
明
・
還
源
教
宝
巻
、
崇
禎
十
六
年
党
三
家
経
舗
重
刻
折
本
。
曲
牌
十
四
種
。

　
17
　『
清
源
妙
道
顕
聖
真
君
一
了
真
人
護
国
佑
民
忠
孝
二
郎
開
山
宝
巻
』、
黄
天
教
宝
巻
、
明
嘉
靖
壬
戌
三
四
年（

（1
（

。
曲
牌
二
四
種
。
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18
　『
護
国
佑
民
伏
魔
宝
巻
』、
悟
空
編
、
黄
天
教
宝
巻
、
万
暦
刊
本
等
。
曲
牌
二
四
種
。

　
19
　『
霊
応
泰
山
娘
娘
宝
巻
』、
黄
天
道
宝
巻
、
万
暦
末
年
刊
本
。
曲
牌
二
四
種
。

　
20
　『
東
擻
天
斎
仁
聖
大
帝
宝
巻
』、
明
刊
本
。
曲
牌
十
四
種
。

　
21
　『
泰
山
東
嶽
十
五
宝
巻
』、
黄
天
教
宝
巻
、
明
代
の
辛
酉
年
刊
本
、
残
巻
。
曲
牌
十
六
種
。

　
22
　『
仏
説
利
生
了
義
宝
巻
』、
黄
天
教
宝
巻
、
明
末
刊
折
本
。
曲
牌
三
七
種
。

　
23
　『
仏
説
楊
氏
鬼
繍
紅
羅
化
仙
哥
宝
巻
』、
明
刊
本
。
曲
牌
九
種
。

　
24
　『
銷
釈
白
衣
観
音
送
嬰
児
下
生
宝
巻
』、
黄
天
道
宝
巻
、
明
末
刊
折
本
。
曲
牌
二
九
種
。

　
25
　『
普
静
如
来
鑰
匙
通
天
宝
巻
』、
明
・
普
静
編
、
黄
天
教
宝
巻
。
曲
牌
五
九
種
、
そ
の
う
ち
組
曲
一
種
。

　
26
　『
大
聖
弥
勒
化
度
宝
巻
』、
明
末
清
初
長
生
教
宝
巻
。
曲
牌
十
二
種
。

　
27
　『
古
仏
当
来
下
生
米
勒
出
西
宝
巻
』、
明
末
長
生
教
宝
巻
。
曲
牌
十
七
種
。

　
28
　『
仏
説
如
如
居
士
度
文
王
生
天
宝
巻
』、
長
生
教
宝
巻
、
明
刊
折
本
。
曲
牌
九
種
。

　
29
　『
仏
説
銷
釈
保
安
宝
巻
』、
無
為
教
宝
巻
、
明
末
刊
本
。
曲
牌
十
種
。

　
30
　『
敕
封
空
王
古
仏
宝
巻
』、
明
末
民
間
教
派
宝
巻
、
山
西
介
休
抄
本
。
曲
牌
五
種
。

　
31
　『
家
譜
宝
巻
』、
明
末
龍
天
教
宝
巻
。
曲
牌
九
種
。

　
32
　『
銷
釈
孟
姜
忠
烈
貞
節
賢
良
宝
巻
』、
弘
陽
教
宝
巻
、
明
末
刊
折
本
。
曲
牌
十
六
種
、
そ
の
う
ち
組
曲
一
種
。

　
33
　『
銷
釈
南
無
一
乘
弥
陀
授
記
帰
家
宝
巻
』、
教
派
不
明
。
曲
牌
二
四
種
。

　
34
　『
古
仏
天
真
考
証
龍
華
宝
巻
』、
明
末
清
初
大
乘
円
頓
教
宝
巻
。
曲
牌
二
三
種
。

　
35
　『
銷
釈
木
人
開
山
宝
巻
』、
清
・
木
人
編
、
大
乘
円
頓
教
宝
巻
、
順
治
十
一
年
。
曲
牌
二
一
種
。
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36
　『
銷
釈
接
続
蓮
宗
宝
巻
』、
清
・
木
人
編
、
大
乘
园
頓
教
宝
巻
、
順
治
十
六
年
。
曲
牌
三
一
種
。

　
37
　『
多
羅
妙
経
法
』、
清
初
金
幢
教
宝
巻
。
曲
牌
二
五
種
。

　
38
　『
仏
説
皇
極
金
丹
九
蓮
証
性
皈
真
宝
巻
』、
先
天
教
宝
巻
、
清
初
刊
折
本
。
曲
牌
二
八
種
。

　
39
　『
太
陽
開
天
立
極
億
化
諸
仏
帰
一
宝
巻
』、
黄
天
教
宝
巻
、
康
熙
初
年
刊
本
。
曲
牌
三
八
種
。

　
40
　『
銷
釈
悟
明
祖
慣
行
覚
宝
巻
』、
悟
明
教
宝
巻
、
康
熙
刻
本
。
曲
牌
九
種
。

　
41
　『
承
天
效
法
后
土
皇
帝
道
源
度
生
宝
巻
』、
真
常
教
宝
巻
、
康
熙
易
州
韓
家
荘
刊
、
残
本
。
曲
牌
七
種
。

　
42
　『
福
国
鎮
宅
霊
応
灶
王
宝
巻
』、
郭
祥
瑞
編
、
康
熙
刊
。
曲
牌
二
六
種
。

　
43
　『
太
上
佐
宗
科
儀
』、
位
宗
教
宝
巻
、
康
熙
刊
折
本
。
曲
牌
三
八
種
。

　
44
　『
敕
封
平
天
仙
姑
宝
巻
』、
清
・
謝
塵
編
、
康
熙
三
十
七
刊
本
。
曲
牌
十
八
種
。

　
45
　『
三
祖
行
脚
因
由
宝
巻
』、
清
初
龍
華
教
宝
巻
。
曲
牌
一
種
。

　
46
　『
清
浄
窮
理
尽
性
定
光
宝
巻
』、
弘
陽
教
宝
巻
、
清
抄
本
。
曲
牌
九
種
。

　
47
　『
泰
山
聖
母
苦
海
宝
巻
』、
南
無
教
宝
巻
、
清
初
抄
本
、
全
八
卷
。
卷
一
曲
牌
一
三
種
、
卷
二
曲
牌
十
一
種
、
卷
三
曲
牌
十
種
、
卷

四
曲
牌
十
種
、
卷
五
曲
牌
十
一
種
、
卷
六
曲
牌
十
種
、
卷
七
曲
牌
十
種
、
卷
八
曲
牌
二
種
。

　
48
　『
虎
眼
禅
師
遺
留
唱
経
卷
』、
清
初
黄
天
教
宝
巻
。
曲
牌
六
六
種
。

　
49
　『
仏
説
永
慶
庵
認
母
回
宫
得
病
慈
雲
宝
巻
』、
清
初
民
間
宝
巻
。
曲
牌
二
〇
種
。

　
50
　『
仏
説
劉
吉
祥
放
主
逃
生
走
国
慈
雲
宝
巻
』、
清
初
民
間
宝
巻
。
曲
牌
一
六
種
。

　
51
　『
仏
説
紹
興
城
救
父
回
国
登
基
慈
雲
宝
巻
』、
清
初
民
間
宝
巻
。
曲
牌
一
九
種
。

　
52
　『
仏
説
劉
子
忠
宝
巻
』、
清
初
民
間
宝
巻
。
曲
牌
七
種
。
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上
記
五
二
種
の
宝
巻
に
お
け
る
曲
牌
の
使
用
頻
度
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　（
1
）
十
五
回
以
上
使
わ
れ
た
曲
牌
は
以
下
の
二
四
種
で
あ
る
。

　〔
駐
雲
飛
〕〔
耍
孩
児
（
五
更
耍
孩
児
）〕〔
金
字
経
〕〔
皂
羅
袍
（
五
更
皂
羅
袍
）〕〔
清
江
引
〕〔
傍
粧
台
〕〔
浪
淘
沙
（
五
更
浪
淘
沙
）〕

〔
掛
金
鎖
〕〔
黄
鶯
児
（
五
更
黄
鶯
児
）〕〔
桂
枝
香
〕〔
山
坡
羊
〕〔
駐
馬
聴
〕〔
寄
生
草
〕〔
綿
搭
絮
（
五
更
綿
搭
絮
）〕〔
上
小
楼
〕〔
歩

歩
挨
嬌
〕〔
畳
落
金
銭
〕〔
画
眉
序
〕〔
側
郎
児
〕〔
鎖
南
枝
〕〔
折
桂
令
〕〔
紅
繍
靴
（
円
満
五
更
紅
繍
靴
）〕〔
柳
揺
金
〕〔
五
更
〕

　
な
お
、「
五
更
調
」
も
よ
く
古
宝
巻
に
使
わ
れ
て
い
る
曲
調
で
あ
る
が
、「
哭
五
更
」「
鬧
五
更
」「
五
更
」「
五
更
禅
」「
喜
楽
五
更
」
な

ど
の
曲
名
も
あ
れ
ば
、「
五
更
耍
孩
子
」「
五
更
皂
羅
袍
」「
五
更
浪
淘
沙
」「
五
更
黄
鶯
児
」「
五
更
紅
繍
靴
」
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
か
の

曲
調
と
組
み
合
わ
せ
た
名
称
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
が
同
種
類
の
曲
調
で
あ
る
か
ど
う
か
現
在
で
は
断
定
で
き
な
い
。

　（
2
）
五
～
十
四
回
使
わ
れ
る
曲
調
は
二
三
種
あ
る
。

　〔
一
封
書
〕〔
掛
枝
児
〕〔
哭
五
更
〕〔
沽
美
酒
〕〔
羅
江
怨
〕〔
雁
児
落
〕〔
朝
天
子
〕〔
粉
紅
蓮
〕〔
一
枝
花
〕〔
桂
山
秋
月
〕〔
粉
蝶
児
〕

〔
蓮
花
落
〕〔
海
底
沈
〕〔
懶
画
眉
〕〔
風
入
松
〕〔
紅
蓮
児
〕〔
四
朝
元
〕〔
哭
皇
（
黄
）
天
〕〔
金
絡
索
〕〔
錦
庭
楽
〕〔
満
庭
芳
〕〔
水
仙

子
〕〔
月
児
高
〕〔
新
水
令
〕

　（
3
）
一
～
四
回
使
わ
れ
た
曲
調
は
全
部
で
一
七
六
種
あ
り
、
そ
の
中
に
一
回
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
の
は
百
種
近
く
あ
る
。

以
上
、
氏
の
研
究
に
よ
る
。
な
お
、
最
後
の
四
種
は
民
間
宝
巻
と
し
て
い
る
が
、
52
『
仏
説
劉
子
忠
宝
巻
』
は
宗
教
教
派
に
よ
る
物
語
宝

巻
で
あ
る
こ
と
が
筆
者
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た（

（2
（

。
道
光
四
年
（
一
八
二
四
）
中
国
国
家
図
書
館
蔵
抄
本
に
拠
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に

計
二
一
種
の
曲
牌
が
確
認
で
き
る
の
で
、
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
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　〔
山
坡
羊
〕〔
駐
馬
聴
〕〔
浪
淘
沙
〕〔
傍
粧
台
〕〔
綿
搭
絮
〕〔
桂
枝
香
〕〔
上
小
楼
〕〔
側
郎
児
〕〔
皂
羅
袍
〕〔
挽
烏
雲
〕〔
黄
鶯
児
〕〔
粉

蝶
児
〕〔
紅
繍
鞋
〕〔
朝
天
子
〕〔
耍
孩
児
〕〔
海
底
塵
〕〔
折
桂
令
帯
雁
児
落
〕〔
畳
落
金
銭
〕〔
金
字
経
〕〔
羅
江
怨
〕〔
画
眉
序
〕

　
こ
れ
ら
の
曲
牌
は
上
述
し
た
使
用
回
数
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
当
時
の
宝
巻
で
よ
く
使
わ
れ
た
曲
、
換
言
す
れ
ば
、

当
時
の
民
間
で
大
流
行
し
た
歌
曲
で
あ
る
と
分
か
る
。
上
記
四
種
の
民
間
宝
巻
の
ほ
か
に
、『
先
天
原
始
土
地
宝
巻（

（2
（

』
や
近
年
発
見
さ
れ

た
清
初
の
民
間
宝
巻
も
僅
か
な
が
ら
現
存
す
る
。
例
え
ば
『
先
天
原
始
土
地
宝
巻
』
の
「
南
天
門
開
　
品
第
六
」
に
、「
土
地
好
妙
法
、

龍
頭
拐
一
拉
、
打
開
南
天
門
、
聴
唱
〔
耍
娃
娃
〕。

〔
耍
娃
娃
〕」
と
あ
る
。〔
耍
娃
娃
〕
は
す
な
わ
ち
流
行
曲
の
〔
耍
孩
児
〕
で
あ

る
。
そ
の
人
気
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
蒲
松
齢
「
幸
雲
曲
」
の
第
一
回
で
「
新
曲
一
年
一
遭
換
、〔
銀
紐
糸
児
〕
才
丟
下
、
後
來
興
起
〔
打

棗
竿
〕、〔
鎖
南
〕
半
插
〔
羅
江
怨
〕、
又
興
起
正
徳
嫖
院
〔
耍
孩
兒
〕
異
樣
的
新
鮮
」
と
記
述
し
て
い
る
。
明
の
正
徳
年
間
の
妓
院
で
流

行
っ
て
い
た
〔
耍
孩
儿
〕
が
当
時
蒲
松
齢
の
居
る
清
初
の
山
東
で
、
再
び
新
鮮
味
を
帯
び
て
大
流
行
し
て
い
た
と
い
う
。〔
耍
娃
娃
〕
と

い
う
呼
称
が
見
え
る
最
早
の
史
料
は
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
『
先
天
元
始
土
地
宝
巻
』
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
宝
巻
に
お
け
る
俗
曲

の
使
用
状
況
を
厳
密
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
今
後
こ
れ
ら
の
清
初
の
民
間
宝
巻
も
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
、
宝
巻
の
俗
曲
を
多
用
す
る
ス
タ
イ
ル
が
流
行
る
期
間
は
ち
ょ
う
ど
明
清
俗
曲
の
流
行
期
と
重
ね
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
前
掲
五
二

種
の
宝
巻
資
料
か
ら
も
、
次
の
よ
う
な
使
用
状
況
を
十
分
に
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
最
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
二
四
種
の
曲
調
は
、
宝
巻
の
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
〔
金
字
経
〕〔
掛
金
鎖
〕
を
除
け
ば
、
す
べ
て
俗
曲
化

し
た
南
北
曲
で
あ
る
。
教
派
宝
巻
は
基
本
的
に
布
教
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
た
め
、
宝
巻
に
用
い
ら
れ
る
俗
曲
も
そ
の
時
代
、
そ
の
土

地
で
流
行
し
、
人
々
が
好
む
も
の
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
信
仰
・
教
化
の
た
め
に
、
流
行
歌
曲
の
取
り
入
れ
方
は
選
択
的
で
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
〔
劈
破
玉
〕〔
打
棗
竿
〕。
上
述
し
た
俗
曲
の
文
献
資
料
に
頻
出
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
曲
は
明
の
万
暦
年
間
以

降
に
流
行
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
流
行
状
況
に
つ
い
て
、
明
の
沈
徳
符
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
、
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　〔
打
棗
竿
〕〔
掛
枝
児
〕
の
二
曲
は
、
其
の
腔
調
約
略
相
似
た
り
。
則
ち
南
北
を
問
は
ず
、
男
女
を
問
は
ず
、
老
幼
良
賤
を
問
は
ず
、

人
々
こ
れ
を
習
ひ
、
亦
た
人
々
こ
れ
を
喜
び
聴
き
、
刊
布
成
帙
に
至
る
ま
で
、
世
を
挙
げ
て
傳
誦
し
、
人
の
心
腑
に
沁
む（

（2
（

。

　
ま
た
、
当
時
の
「
公
安
派
」
詩
人
袁
宏
道
も
、

　
其
の
萬
一
傳
は
る
者
は
、
或
は
今
の
閭
閻
の
婦
人
儒
子
の
唱
ふ
所
の
〔
劈
破
玉
〕〔
打
棗
竿
〕
の
類
な
ら
ん
。
猶
ほ
是
れ
無
聞
無
識
の

眞
人
の
作
る
所
に
し
て
、
故
に
眞
聲
多
し（

（2
（

と
評
価
す
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
好
ん
で
唱
わ
れ
た
状
況
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
上
記
五
二

種
の
教
派
宝
巻
を
確
認
し
て
み
る
と
、〔
打
棗
竿
〕
は
25
『
普
静
如
来
鑰
匙
通
天
宝
巻
』
42
『
福
国
鎮
宅
霊
応
灶
王
宝
巻
』
に
、〔
劈
破

玉
〕
は
35
『
銷
釈
木
人
開
山
宝
巻
』
と
36
『
銷
釈
接
続
蓮
宗
宝
巻
』、
42
『
福
国
鎮
宅
霊
応
灶
王
宝
巻
』
に
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

男
女
の
情
愛
を
詠
う
こ
の
二
曲
は
教
派
宝
巻
の
編
者
に
排
除
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

　
ま
た
百
種
以
上
の
曲
が
上
記
の
宝
巻
に
一
度
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
教
派
宝
巻
に
お
け
る
俗
曲
の
使
用
状
況
は
編
者
の

音
楽
素
質
と
も
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
調
は
、
次
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。

　
一
、
南
北
曲
を
俗
曲
化
し
た
曲
（
南
北
曲
の
俗
唱
）。
例
え
ば
、〔
沉
酔
東
風
〕、〔
謁
金
門
〕、〔
二
郎
神
〕〔
得
勝
令
〕、〔
點
絳
唇
〕、

〔
下
山
虎
〕、〔
象
牙
床
〕〔
鬥
鵪
鶉
〕、〔
望
江
南
〕、〔
梧
桐
葉
〕、〔
啄
木
耳
〕、〔
十
段
錦
〕、〔
歩
歩
高
〕、〔
紅
羅
怨
〕、〔
一
江
風
〕、〔
玉
芙

蓉
〕、〔
江
兒
水
〕、〔
集
賢
賓
〕、〔
一
翦
梅
〕、〔
十
七
腔
〕、〔
幹
荷
葉
〕、〔
十
棒
鼓
〕、〔
対
玉
環
〕、〔
叨
叨
令
〕、〔
朝
元
歌
〕
な
ど
で
あ



75 宝巻にみる俗曲と日本明清楽

る
。
南
北
曲
の
俗
唱
に
つ
い
て
、
万
暦
年
間
の
文
人
、
沈
徳
符
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
元
人
の
小
令
、
燕
、
趙
に
行
わ
る
。
後
に
浸
淫
し
て
日
々
に
盛
ん
な
り
。
宣
徳
・
正
統
よ
り
成
化
・
弘
治
に
至
り
て
後
、
中
原
に
は

又
た
〔
鎖
南
枝
〕〔
傍
粧
台
〕〔
山
坡
羊
〕
の
属
行
わ
る
。
李
崆
峒
先
生
、
初
め
慶
陽
よ
り
居
を
汴
梁
に
徙
し
、
之
れ
を
聞
き
て
以お

為も

え
ら
く
、『
国
風
』
の
後
を
継
ぐ
べ
し
と
。
何
大
復
継
い
で
至
り
、
亦
た
酷は

な
は

だ
之
れ
を
愛
す
。
今
伝
わ
る
所
の
〔
泥
捏
人
〕
及
び

〔
靴
打
卦
〕〔
熬
䯼
髻
〕
の
三
闕
の
三
牌
名
の
冠
た
る
こ
と
は
、
故も

と

よ
り
虚
な
ら
ざ
る
な
り
。
茲こ

れ
よ
り
以
後
、
又
た
〔
耍
孩
儿
〕

〔
駐
雲
飛
〕〔
酔
太
平
〕
の
諸
曲
有
り
、
然
れ
ど
も
三
曲
の
盛
ん
な
る
に
如
か
ず
。
嘉
靖
・
隆
慶
の
間
に
は
、
乃
ち
〔
鬧
五
更
〕〔
寄

生
草
〕〔
羅
江
怨
〕〔
哭
皇
天
〕〔
幹
荷
葉
〕〔
粉
紅
蓮
〕〔
桐
城
歌
〕〔
銀
紐
絲
〕
の
属
興
る
。
両
淮
よ
り
以
て
江
南
に
至
り
、
漸
く
詞

曲
と
相
い
遠
ざ
か
り
、
淫
媟
の
情
態
を
写
し
、
略
抑
揚
を
具
う
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み（

（2
（

。

　
挙
げ
て
い
る
流
行
曲
の
曲
名
を
確
認
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
く
は
南
北
曲
譜
の
曲
牌
で
あ
る
。
つ
ま
り
当
時
こ
れ
ら
の
曲

は
南
北
曲
の
俗
唱
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
沈
徳
符
は
「
詞
曲
と
相
い
遠
ざ
か
り
」
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
五

二
種
の
宗
教
宝
巻
に
見
ら
れ
る
南
北
曲
の
曲
牌
も
同
じ
状
況
を
い
え
よ
う
。

　
二
、
上
記
の
宝
巻
で
の
み
確
認
で
き
る
曲
。
例
え
ば
、〔
火
中
蓮
〕、〔
西
（
犀
）
牛
角
〕、〔
穿
堂
子
〕、〔
半
天
飛
〕、〔
走
馬
詞
〕、〔
走

黃
天
〕、〔
翻
山
燕
〕、〔
駐
馬
飛
〕、〔
風
淘
沙
〕、〔
龍
戯
珠
〕、〔
青
松
葉
〕、〔
静
江
龍
〕、〔
河
西
調
〕、〔
蛾
郎
兒
〕、〔
挽
烏
雲
〕、〔
齊
上
古

墳
〕、〔
鰲
魚
受
封
〕、〔
釈
移
花
〕、〔
一
枝
蓮
〕、〔
大
経
袍
〕、〔
琵
琶
詞
〕、〔
王
蓮
花
〕、〔
黄
蓮
曲
〕、〔
半
天
飛
〕、〔
連
環
耍
孩
兒
〕
な
ど

は
、
現
存
す
る
ほ
か
の
俗
曲
の
文
献
資
料
で
は
見
出
せ
な
い
。

　
三
、
民
間
俗
曲
か
ら
改
編
し
新
た
な
曲
牌
（
曲
名
）
を
付
け
た
と
思
わ
れ
る
曲
。
例
え
ば
、〔
九
轉
還
丹
令
〕、〔
万
脈
朝
元
一
枝
花
〕、
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〔
玉
液
還
丹
一
封
書
〕、〔
九
九
紅
蓮
詞
〕、〔
九
更
懶
画
眉
〕、〔
万
法
帰
一
蓮
花
落
〕
な
ど
で
あ
る
。〔
九
更
懶
画
眉
〕
を
例
と
し
て
み
る

と
、
民
間
の
流
行
歌
謡
〔
懶
画
眉
〕
に
「
九
更
」
を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、〔
懶
画
眉
〕
の
曲
で
「
一
更
～
、
二
更
～
、（
中
略
）

九
更
～
」
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
推
測
で
き
る
。

　
四
、
宝
巻
の
編
者
が
自
作
し
た
曲
名
、
ま
た
は
旧
曲
を
改
作
し
歌
の
内
容
に
合
わ
せ
て
新
た
に
曲
名
を
付
け
た
と
思
わ
れ
る
も
の
。

例
え
ば
、〔
阿
蘭
仏
〕、〔
龍
華
令
〕、〔
帰
家
怨
〕、〔
木
人
調
〕、〔
法
船
号
〕、〔
法
輪
号
〕、〔
聖
天
景
〕、〔
法
線
景
〕、〔
家
郷
景
〕、〔
天
宮

景
〕、〔
沙
灘
景
〕、〔
婆
兒
樂
〕、〔
清
音
樂
〕、〔
修
行
樂
〕、〔
臨
凡
怨
〕、〔
圓
佛
心
頭
〕、〔
弓
長
奧
〕、〔
朝
陽
洞
〕、〔
四
時
香
〕、〔
徹
夜

禅
〕、〔
泥
水
金
丹
〕、〔
喜
樂
五
更
〕、〔
心
遂
令
〕、〔
観
花
園
〕
な
ど
。
こ
れ
ら
は
、
教
派
宝
巻
に
お
け
る
歌
詞
の
内
容
に
即
し
た
曲
名
な

の
で
、「
法
輪
」「
修
行
」「
臨
凡
」
の
よ
う
に
、
各
教
派
の
宗
教
色
を
滲
ま
せ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
宝
巻
は
い
わ
ば
宣
巻
師
（
布
教
者
）
の
台
本
で
あ
り
、
一
般
の
聴
衆
（
ま
た
信
者
）
は
そ
の
語
り
を
聴
き
、
唱
の
部

分
を
そ
れ
に
合
わ
せ
て
唱
和
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
、
宝
巻
に
お
け
る
曲
牌
（
ま
た
は
曲
名
）
は
一
般
の
聴
衆
に
は
ほ
と
ん
ど
無

関
係
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
布
教
を
目
的
と
し
た
宝
巻
の
編
者
が
聴
衆
の
興
味
を
引
く
た
め
に
、
当
時
流
行
し
て
い
た
俗
曲
を
挿

入
し
て
楽
し
ま
せ
た
と
い
う
状
況
を
考
え
る
と
、
上
記
宝
巻
に
お
い
て
一
、
二
回
し
か
確
認
で
き
な
い
曲
牌
（
曲
名
）
で
あ
っ
て
も
、
当

時
の
民
間
で
は
広
く
知
ら
れ
た
歌
謡
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。

　
以
上
、
古
宝
巻
に
お
け
る
俗
曲
の
使
用
状
況
を
み
て
き
た
。
通
俗
化
・
娯
楽
化
さ
れ
た
新
宝
巻
に
見
ら
れ
る
著
し
い
変
化
は
、
曲
子
の

喪
失
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
代
流
行
の
俗
曲
は
そ
の
歌
い
方
が
忘
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
教
派
宝
巻
は
、
旧
套
を
守

り
、
型
ど
お
り
古
い
曲
子
を
用
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
目
で
読
む
曲
と
し
て
化
し
、
そ
の
唱
詠
は
困
難
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
た
だ
俗
曲
と
し
て
も
一
般
化
し
て
い
る
〔
五
更
調
〕（
哭
五
更
）
の
類
だ
け
は
新
宝
巻
に
も
愛
用
さ
れ
、
主
人
公
が
苦
悩
、
悲

憤
、
思
慕
な
ど
の
哀
切
な
情
緒
を
訴
え
る
場
合
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
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明
清
俗
曲
の
流
伝
は
、
南
北
経
済
の
大
動
脈
で
あ
る
京
杭
大
運
河
が
そ
の
重
要
な
経
路
で
あ
り
、
運
河
に
往
来
す
る
民
間
の
曲
師
と
歌

女
が
こ
れ
ら
の
流
行
歌
曲
の
伝
播
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
教
派
宝
巻
の
宣
巻
活
動
に
よ
る
俗
曲
の
伝
播
も
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
。
宗
教
教
派
が
創
立
し
た
本
拠
地
ま
た
は
活
動
の
中
心
地
は
確
か
に
、
主
に
華
北
の
山
東
お
よ
び
河
南
の
東
北
部
、
山
西

中
南
部
の
い
わ
ゆ
る
中
原
地
域
で
あ
っ
た
が（

（2
（

、
明
清
時
期
に
お
け
る
各
民
間
宗
教
結
社
の
活
動
空
間
は
極
め
て
広
範
囲
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
甘
粛
省
張
掖
地
域
で
伝
抄
さ
れ
る
清
の
康
煕
三
七
年
（
一
六
九
八
）
刊
行
の
『
敕
封
平
天
仙
姑
宝
巻
』。
こ
の
宝
巻
は
無
為
教
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
教
派
は
康
煕
年
間
に
河
西
回
廊
地
域
に
ま
で
活
動
を
広
げ
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
。
ま
た
こ
の
宝
巻
に

は
〔
上
小
楼
〕〔
浪
淘
沙
〕〔
金
字
経
〕〔
黄
鶯
児
〕〔
駐
雲
飛
〕〔
傍
粧
台
〕〔
清
江
引
〕〔
羅
江
怨
〕〔
皂
羅
袍
〕〔
耍
孩
児
〕〔
一
剪
梅
〕

〔
鎖
南
枝
〕〔
綿
搭
絮
〕〔
画
眉
序
〕〔
駐
馬
聴
〕〔
哭
五
更
〕〔
謁
金
門
〕〔
一
江
風
〕
な
ど
十
八
曲
も
の
俗
曲
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
ら
の
曲
は
ほ
と
ん
ど
明
清
の
中
原
で
流
行
し
た
都
市
歌
謡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
派
宝
巻
の
流
布
に
と
も
な
い
、
当
時
の
俗
曲
も
伝

播
さ
れ
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。

四
　
明
清
楽
に
み
る
俗
曲
の
受
容
と
変
容

　「
明
清
楽
」
と
い
う
名
称
は
歴
史
的
に
、
明
楽
と
清
楽
の
総
称
で
あ
る
が
、
現
在
で
い
う
明
清
楽
は
、
そ
の
実
質
は
僅
か
一
部
の
明
楽

を
吸
収
し
た
清
楽
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
味
を
す
る
。
以
下
、
明
清
楽
の
概
観
を
紹
介
し
て
お
く（

（2
（

。

　
明
楽
の
中
で
圧
倒
的
に
主
流
を
成
し
た
の
は
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
　
一
六
七
三
）
に
来
日
し
た
福
建
人
魏
之
琰
（
一
六
一
八
　
一

六
八
九
）
に
よ
る
魏
氏
明
楽
で
あ
る
。
の
ち
魏
之
琰
の
曾
孫
に
あ
た
る
魏
皓
（
一
七
二
八
　
一
七
七
四
）
は
、
明
楽
の
曲
を
工
尺
譜
で
書
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き
表
し
、
門
人
の
た
め
の
教
科
書
『
魏
氏
楽
譜
』
を
刊
行
し
た
。
魏
氏
伝
来
の
楽
曲
は
全
部
で
約
二
四
八
曲
（
重
複
曲
の
カ
ウ
ン
ト
の
仕

方
で
総
数
が
変
わ
る（

（2
（

）。
古
楽
府
・
唐
詩
・
宋
詞
・
明
詞
を
主
な
内
容
と
し
、
唐
音
の
歌
に
十
一
種
類
の
管
・
弦
・
打
楽
器
で
合
奏
す
る

魏
氏
明
楽
は
、
す
こ
ぶ
る
荘
重
で
雅
や
か
な
雅
楽
で
あ
り
、
京
都
の
漢
学
者
を
中
心
に
、
公
家
・
武
士
を
含
む
知
識
人
の
間
で
も
て
は
や

さ
れ
た
。
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
二
）
に
最
盛
期
を
迎
え
た
明
楽
は
、
魏
皓
の
死
後
、
急
速
に
廃
れ
、
文
化
文
政
年
間
（
一
八

〇
四
～
一
八
三
〇
）
を
境
に
、
新
た
に
伝
来
し
た
清
楽
に
流
行
の
座
を
奪
わ
れ
た
。

　
金
琴
江
（
一
八
二
五
～
一
八
二
七
年
長
崎
に
滞
在
）
や
林
徳
建
（
一
八
三
〇
年
長
崎
に
来
住
）
ら
長
崎
に
来
航
し
た
清
客
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
清
楽
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
面
白
さ
や
覚
え
や
す
さ
な
ど
、
個
々
の
楽
曲
の
音
楽
性
そ
の
も
の
が
日
本
の
民
衆
の
心
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
や
が
て
長
崎
だ
け
で
な
く
、
日
本
各
地
で
流
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
清
戦
争
の
勃
発
直
前
ま
で
は
や
り
続
け
た
。
そ
の
内
容

と
曲
調
が
明
楽
よ
り
遥
か
に
通
俗
的
で
あ
り
、
当
時
の
中
国
で
流
行
し
た
都
市
歌
謡
曲
、
す
な
わ
ち
本
稿
で
論
考
す
る
明
清
俗
曲
が
そ
の

も
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
塚
原
康
子
氏
は
「
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
明
清
楽
の
音
楽
活
動
」
で（

（2
（

、
明
清
楽
の
音
楽
活
動
の
視
点
か
ら
、
主
に
伝
承
・
奏
楽
状

況
と
刊
行
譜
本
に
つ
い
て
、
綿
密
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
氏
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
八
四
種
の
譜
本
か
ら
、
異
名
同
曲
を
含
め

て
明
清
楽
の
歌
曲
は
計
三
四
九
首
あ
る
（「
楽
曲
一
覧
」
六
一
〇
頁
）。
出
現
頻
度
の
著
し
く
多
い
曲
目
は
、
伝
承
系
統
や
地
域
を
問
わ
ず

共
通
し
て
い
る
。
出
現
頻
度
の
最
も
高
い
二
十
曲
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
数
字
は
そ
の
使
用
頻
度
で
あ
る
。

　〔
九
連
環
〕
五
八
、〔
茉
梨
花
〕
五
七
、〔
算
命
曲
〕
五
六
、〔
月
花
集
〕
四
五
、〔
哈
哈
調
〕
四
三
、〔
四
季
曲
〕
四
二
、〔
將
軍
令
〕
四

〇
、〔
金
線
花
〕
三
九
、〔
銀
紐
絲
〕
三
八
、〔
紗
窗
〕
三
七
、〔
魚
心
調
〕
三
五
、〔
久
聞
歌
〕
三
四
、〔
尼
姑
思
還
〕
三
四
、〔
補
矼

匠
〕
三
二
、〔
韻
頭
〕
三
一
、「
徳
健
流
水
」
三
〇
、〔
如
意
串
〕
二
九
、〔
韻
頭
環
〕
二
八
、〔
平
板
調
〕
二
八
、〔
頭
串
〕
二
三

　
そ
れ
ら
の
明
清
楽
は
日
本
人
に
よ
る
擬
曲
で
あ
る
「
徳
健
流
水
」
を
除
け
ば
、
明
清
俗
曲
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
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由
来
に
つ
い
て
、
塚
原
氏
は
「
出
自
は
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
し
、「
曲
名
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
も
、
明
清
楽
は
白
話
小
説

な
ど
の
世
界
と
通
じ
る
俗
楽
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。」（
三
一
三
頁
）
と
述
べ
る
に
留
ま
り
、
さ
ら
な
る
論
考
は
行
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で

は
通
俗
文
学
の
視
点
か
ら
、
曲
調
の
由
来
、
変
遷
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　
明
清
楽
の
楽
曲
一
覧
に
お
け
る
俗
曲
の
曲
名
を
み
る
と
、
そ
の
命
名
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
統
一
感
が
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、

こ
こ
で
は
行
論
の
便
宜
上
、
そ
の
命
名
の
方
法
で
大
別
し
て
、
主
要
な
曲
の
曲
牌
（
曲
名
）
と
内
容
を
例
と
し
て
み
て
み
た
い
。

　
一
、
上
述
し
た
明
清
俗
曲
に
も
見
ら
れ
る
曲
牌
で
命
名
す
る
曲
。
例
え
ば
、〔
九
連
環
〕〔
剪
剪
花
〕〔
哈
哈
調
〕〔
五
更
調
（
嘆
五
更
）〕

〔
六
花
六
節
〕〔
湘
江
郎
（
浪
）〕〔
南
京
調
〕〔
小
郎
儿
〕
な
ど
で
あ
る
。
こ
ら
れ
の
曲
調
は
民
歌
俗
曲
に
由
来
し
、
原
曲
牌
の
ま
ま
で
伝

承
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
、〔
六
花
六
節
〕
と
〔
湘
江
郎
（
浪
）〕
は
塚
原
氏
の
一
覧
で
は
別
の
曲
と
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る

が
、
異
名
同
曲
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
。
以
下
、
前
掲
頻
出
度
の
高
い
曲
牌
を
い
く
つ
か
み
て
お
こ
う
。
な
お
、
出
現
頻
度
の
一

番
高
い
〔
九
連
環
〕（
又
の
名
〔
福
建
調
〕）
は
「
看
々
節
」「
法
界
節
」
の
源
流
と
な
る
曲
で
、
現
在
の
長
崎
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
代

表
的
な
明
清
楽
で
あ
り
、
そ
の
個
性
的
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
好
か
れ
、
日
本
独
自
の
歌
詞
を
作
っ
て
替
え
歌
も
伝
わ
る
。
そ
の
由
来
と
変
遷

に
つ
い
て
の
論
考
も
す
で
に
あ
る
た
め（

（2
（

、
こ
こ
で
は
贅
述
し
な
い
。

　〔
剪
剪
花
〕

　〔
剪
靛
（
甸
）
花
〕〔
姐
姐
花
〕
は
そ
の
異
名
同
曲
で
あ
る
。
こ
の
曲
調
は
上
述
し
た
清
代
の
俗
曲
集
『
霓
裳
続
譜
』
と
『
白
雪
遺
音
』

に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
清
代
の
中
国
各
地
で
最
も
広
く
伝
播
さ
れ
た
俗
曲
で
あ
る
。
明
の
万
暦
年
間
の
伝
奇
『
鉢
中
蓮
』
に
す
で
に
同

曲
牌
が
見
ら
れ
る
。
清
・
康
熙
年
間
の
劉
廷
璣
は
『
在
園
雜
誌
』
卷
三
の
中
で
、｢
南
方
小
曲
の
中
〔
靛
花
開
〕
が
有
り
、
即
ち
〔
剪
剪

花
〕
で
あ
る｣

と
記
述
す
る
。『
占
花
魁
・
種
情
』（
乾
隆
間
刊
『
綴
白
裘
』
卷
四
に
所
收
）
で
は
、〔
剪
靛
花
〕
の
曲
調
で
「
姐
在
房
中
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梳
油
頭
」
を
詠
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
献
記
録
か
ら
、
こ
の
曲
調
は
お
よ
そ
乾
隆
年
間
に
す
で
に
広
く
伝
播
さ
れ
て
い
た
の
が
分
か

る
。
ま
た
『
消
寒
新
詠
』（
乾
隆
年
間
編
）
の
中
で
は
、｢

若
〔
寄
生
草
〕〔
剪
靛
花
〕
浮
靡
之
音
、
依
腔
合
拍
、
所
謂
人
煙
花
之
隊
、
過

客
魂
銷
。
噴
脂
粉
之
香
、
遊
人
心
醉
者
矣
。｣

と
評
価
し
て
い
る
。『
霓
裳
続
譜
』（
卷
八
「
雜
曲
」）
と
『
白
雪
遺
音
』（
卷
三
）
に
収
録

す
る
六
十
首
あ
ま
り
の
同
歌
曲
の
内
容
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
女
性
の
閨
怨
を
詠
う
も
の
で
あ
る
の
で
、
多
く
の
歌
は
「
姐
在
房
中
～
」

か
ら
始
ま
る
。

　〔
剪
剪
花
〕
か
ら
由
来
し
、
江
南
で
改
編
さ
れ
た
曲
調
に
〔
新
碼
頭
〕
即
ち
〔
碼
頭
調
〕
が
あ
る
が
、
清
・
楊
懋
建
の
『
夢
華
瑣
簿
』

で
「
南
中
の
歌
伎
が
唱
う
〔
碼
頭
調
〕
は
皆
小
曲
で
あ
り
、
北
京
の
〔
碼
頭
調
〕
と
は
同
じ
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ

れ
は
中
国
の
北
方
で
伝
承
す
る
〔
碼
頭
調
〕
と
は
同
名
異
曲
な
の
で
あ
る
。
上
述
し
た
『
霓
裳
続
譜
』
や
『
白
雪
遺
音
』
の
中
に
多
く
収

録
さ
れ
て
い
る
〔
馬
頭
調
〕
は
い
ず
れ
も
北
方
の
も
の
で
あ
り
、
妓
館
に
お
け
る
宴
席
で
唱
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、「
私
情
」（
即
ち
男
女

の
恋
情
）
の
歌
が
そ
の
多
く
を
占
め
る（

（3
（

。
一
方
、
江
南
あ
た
り
で
当
時
新
興
の
〔
碼
頭
調
〕
は
、
港
町
（
碼
頭
）
を
詠
う
曲
調
と
い
う
意

味
で
、
商
業
が
繁
栄
し
た
地
区
、
商
人
が
往
来
し
た
所
で
流
行
し
た
曲
で
あ
る
。
因
み
に
『
霓
裳
続
譜
』『
白
雪
遺
音
』
に
み
る
〔
碼
頭

調
〕
は
ほ
か
の
内
容
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
西
遊
記
」「
古
人
名
」
の
よ
う
な
小
説
戯
曲
中
の
故
事
や
人
物
、「
済
南
八
景
」「
西
湖
十
景
」

の
よ
う
な
自
然
風
景
、
ま
た
「
詩
経
注
」「
四
書
注
」
の
よ
う
な
経
典
を
宣
伝
す
る
歌
な
ど
、
幅
広
く
集
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
約
四
十

首
が
、
戯
曲
故
事
を
詠
じ
て
い
る
。

　〔
哈
哈
調
〕

又
の
名
〔
四
川
歌
〕。
こ
の
曲
調
で
詠
う
多
く
の
歌
詞
は
「
紗
窓
兒
紗
窓
外
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
、〔
紗
窓
〕〔
紗
窓
外
〕
と
い
う
異

名
も
あ
る
。
前
掲
俗
曲
集
『
白
雪
遺
音
』
卷
二
「
瘦
正
正
」
に
「
嬌
滴
滴
聲
音
、
唱
了
一
曲
〔
紗
窗
外
〕」
と
あ
る
。
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　〔
文
鮮
花
〕

〔
文
鮮
花
〕
は
〔
鮮
花
調
〕〔
宜
化
調
〕〔
茉
莉
花
〕〔
抹
梨
花
〕〔
新
碼
頭
〕（
即
ち
上
述
し
た
〔
碼
頭
調
〕）
な
ど
の
異
名
が
あ
る
。〔
文

鮮
花
〕
は
元
来
、
元
雑
劇
『
西
廂
記
』
の
主
人
公
張
生
と
崔
鶯
鶯
が
密
会
す
る
内
容
を
詠
ん
だ
歌
曲
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、｢

張
生
戯
鶯

鶯｣

と
い
う
異
名
も
あ
る
。
歌
詞
の
中
に
「
好
一
朶
茉
莉
花
」
が
繰
り
返
し
詠
わ
れ
る
の
で
、〔
茉
莉
花
〕
と
い
う
曲
名
が
伝
播
の
過
程

で
次
第
に
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
明
清
楽
の
楽
譜
に
は
〔
武
鮮
花
〕
と
い
う
曲
名
も
存
在
す
る
。〔
武
鮮
花
〕
は
現

存
す
る
中
国
の
俗
曲
集
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、 

清
の
同
治
七
年
（
一
八
六
八
） 

江
蘇
省
の
巡
撫
丁
日
昌
に
よ
る
禁
書
取
り
締
ま
り
の
リ
ス

ト
「
査
禁
“
淫
詞
小
説
”」
の
附
録
「
小
本
淫
詞
唱
片
目
」
に
「
戯
叔
・
武
鮮
花
」
と
い
う
記
載
が
あ
る（

（3
（

。
こ
の
記
録
か
ら
〔
武
鮮
花
〕

は
武
松
と
潘
金
蓮
（『
水
滸
伝
』）
の
内
容
を
詠
う
曲 

で
あ
る
こ
と
が
判
断
で
き
る
。
恐
ら
く
書
生
張
生
と
崔
鶯
鶯
の
物
語
を
詠
う
〔
文

鮮
花
〕
に
対
し
て
、
武
松
と
潘
金
蓮
の
内
容
に
は
〔
武
鮮
花
〕
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
上
述
頻
出
二
〇
曲
に
あ
る
〔
金
線
花
〕

（〔
秋
江
別
〕）
も
同
曲
の
改
作
で
あ
る
。

　
二
、
歌
の
内
容
に
よ
る
命
名
の
曲
。
例
え
ば
、「
十
月
懐
胎
」「
四
季
如
意
」「
四
季
曲
」「
水
滸
伝
林
沖
夜
奔
」「
仁
宗
不
諗
母
」「
南
京

四
季
」「
五
更
尼
姑
」
な
ど
。

　
三
、
歌
名
プ
ラ
ス
曲
牌
で
命
名
す
る
曲
。
例
え
ば
、「
三
国
志
・
璧
破
玉
」「
三
国
志
・
桐
城
歌
」「
翠
賽
英
・
双
蝶
翠
」
な
ど
。
こ
の

よ
う
な
形
式
は
語
り
物
の
流
れ
を
汲
む
古
く
か
ら
あ
る
命
名
の
方
式
で
、
南
宋
・
周
密
撰
の
『
武
林
旧
事
』
卷
十
「
官
本
雜
劇
段
数
」

の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
崔
護
・
六
么
』『
法
事
饅
頭
・
梁
州
』『
列
女
・
降
黃
龍
』。「
作
品
名
・
曲
調
名
」
と
い
う
形
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
曲
調
名
を
前
に
置
く
形
も
ま
れ
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
普
天
樂
・
打
三
教
』。
明
清
楽
の
「
三
国
志
・
璧
破
玉
」「
三

国
志
・
桐
城
歌
」
と
い
う
曲
名
か
ら
、
明
清
俗
曲
〔
璧
（
劈
）
破
玉
〕〔
桐
城
歌
〕
の
曲
調
で
『
三
国
志
』
の
内
容
を
詠
じ
る
歌
曲
で
あ
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る
こ
と
が
一
目
で
分
か
る
。
な
お
、
既
述
の
よ
う
に
、〔
璧
（
劈
）
破
玉
〕〔
桐
城
歌
〕〔
双
畳
（
蝶
）
翠
〕
は
い
ず
れ
も
南
北
曲
の
俗
唱

で
、
教
派
宝
巻
に
も
見
ら
れ
る
明
代
の
流
行
歌
謡
で
あ
る
。

　
以
上
の
ほ
か
に
、
日
本
人
の
創
作
と
明
記
さ
れ
た
曲
も
十
七
曲
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
曲
名
に
作
曲
し
た
各
人
の
雅
号
を
冠
し
た
「
流

水
」
は
じ
め
、
中
国
の
典
故
や
詞
曲
に
よ
る
命
名
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
徳
建
流
水
」（
前
掲
頻
出
二
十
曲
の
一
つ
）、「
梅
花
流
水
」「
荘

子
夢
蝶
」「
涼
州
令
」
な
ど
。

　
以
上
、
明
清
楽
の
曲
名
を
手
掛
か
り
に
、
そ
の
由
来
、
伝
播
と
変
化
を
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
歌
の
内
容
は
、
叙
情
な
も
の
も
あ
れ

ば
、「
三
国
史
」「
水
滸
伝
林
沖
夜
奔
」
の
よ
う
な
叙
事
的
な
も
の
も
あ
る
。「
三
国
史
」
は
関
羽
を
詠
う
歌
曲
で
、
中
国
清
代
の
俗
曲
集

に
は
同
類
の
も
の
が
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
明
清
俗
曲
の
曲
調
で
、
有
名
な
漢
詩
や
故
事
を
詠
じ
る
歌
曲
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
例

え
ば
、「
紗
窗
」（
上
述
し
た
〔
哈
哈
調
〕）
の
歌
詞
は
李
白
の
『
春
夜
洛
城
聞
笛
』『
客
中
行
』
と
張
継
の
『
楓
橋
夜
泊
』
な
ど
の
有
名
な

七
言
絶
句
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、「
陽
関
曲
」
の
歌
詞
は
王
維
の
七
言
絶
句
『
送
元
二
使
安
西
』
で
あ
り
、「
清
平
調
」
の
歌
詞
は
李

白
の
同
名
詩
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
月
宮
殿
」
は
白
居
易
の
『
長
恨
歌
』
の
一
部
を
、「
秋
江
月
」
は
白
居
易
の
『
琵
琶

行
』
の
一
部
を
使
用
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
曲
は
唐
音
（
日
本
語
の
漢
字
音
で
は
な
く
、
伝
わ
っ
た
当
時
の
中
国
語

発
音
）
で
歌
っ
て
い
た
た
め
、
歌
詞
に
そ
の
発
音
を
示
す
片
仮
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
唐
音
の
発
音
が
難
し
い
た
め
か
、
現
存
の
譜
本

は
そ
の
刊
行
年
を
追
う
に
従
っ
て
、
次
第
に
歌
詞
な
い
曲
譜
と
な
り
、
初
出
曲
名
も
同
様
な
傾
向
で
減
少
し
て
い
る
。
明
清
俗
曲
は
伝
播

す
る
過
程
で
次
第
に
語
り
物
化
演
劇
化
と
い
う
変
化
過
程
も
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
主
に
明
清
俗
曲
か
ら
由
来
す
る
明
清
楽
は
こ
の
よ

う
な
他
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
変
化
・
合
流
が
見
ら
れ
な
く
、
伝
来
当
時
の
「
明
清
の
歌
曲
」
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
、

明
清
楽
と
り
わ
け
現
在
の
中
国
で
は
伝
わ
ら
な
い
多
く
の
遺
曲
は
貴
重
な
史
料
価
値
が
あ
る
と
言
え
る
。
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五
　
結
　
び

　
こ
こ
ま
で
通
俗
文
学
の
視
点
か
ら
、
曲
牌
（
ま
た
は
曲
名
）
を
手
掛
か
り
に
、
宝
巻
に
み
る
俗
曲
と
明
清
楽
に
お
け
る
曲
調
（
曲
名
）

を
整
理
し
、
両
者
の
來
歴
と
流
伝
、
変
化
を
探
り
な
が
ら
そ
の
様
相
を
み
て
き
た
。
最
後
に
、
両
者
を
対
比
し
な
が
ら
、
そ
の
受
容
と
変

容
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
既
述
の
よ
う
に
、
俗
曲
は
口
承
文
芸
と
し
て
、
労
働
・
祭
祀
の
場
か
ら
娯
楽
の
場
ま
で
、
民
間
の
至
る
と
こ
ろ
で
歌
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
歌
い
手
と
聴
衆
は
と
も
に
庶
民
、
或
い
は
都
会
の
妓
女
・
商
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
人
々
に
最
も
好
ま
れ
た
メ
ロ

デ
ィ
ー
、
わ
か
り
や
す
い
口
語
・
方
言
の
使
用
に
よ
っ
て
、
民
間
で
流
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
教
教
派
は
神
聖
さ
を
標
示
す
る
た

め
に
古
宝
巻
の
ス
タ
イ
ル
を
固
守
し
な
が
ら
、
聴
衆
（
信
者
）
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
、
当
時
流
行
す
る
俗
曲
を
積
極
的
に
宝
巻
に
取
り

入
れ
た
。
た
だ
宝
巻
の
編
者
の
音
楽
的
素
養
・
好
み
に
よ
っ
て
、
民
間
の
流
行
歌
曲
を
選
択
的
に
利
用
し
て
い
た
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
信
仰
・
教
化
と
い
う
目
的
の
も
と
、
俗
曲
か
ら
改
作
ま
た
は
自
作
し
た
曲
名
も
宗
教
教
派
色
が
濃
く
見
ら
れ
る
（
こ
の
傾
向
は

曲
文
か
ら
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
民
間
俗
曲
で
は
情
愛
や
思
慕
を
表
す
「
我
的
郎
」
を
、
宝
巻
で
は
「
我
的
仏
」
に
変
え
て
唱
う
こ
と

が
多
い
）。
対
し
て
、
明
清
楽
で
は
、
宝
巻
に
も
見
ら
れ
る
同
曲
名
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
文
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
替
え
歌
は
、

多
く
雅
な
る
表
現
手
段
を
使
っ
て
い
た
。
古
典
小
説
の
登
場
人
物
を
詠
じ
る
曲
も
、
漢
詩
・
典
故
・
雅
句
を
頻
用
す
る
の
も
、
や
は
り
中

国
古
典
の
教
養
を
有
し
た
受
容
者
の
趣
味
に
合
わ
せ
た
た
め
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
宝
巻
の
編
者
に
よ
る
流
行
歌
謡
の
改
作
（
ま

た
は
擬
曲
）
は
曲
牌
（
曲
調
と
平
仄
、
押
韻
な
ど
の
ル
ー
ル
）
を
念
頭
に
し
た
伝
統
的
な
手
法
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
作
は
民
間

俗
曲
の
伝
播
と
同
様
に
、
曲
名
（
曲
調
）
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
。
対
し
て
、
明
清
楽
に
み
る
僅
か
な
擬
曲
は
曲
牌
を
意
識
し
た
と
い
う
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よ
り
も
、
単
に
音
楽
の
好
み
に
よ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
模
倣
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
固
定
化
さ
れ
た
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
以
上
、
従
来
あ
ま
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
、
宝
巻
に
み
る
俗
曲
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
と
日
本
に
伝
わ
る
明
清
楽
と
の
比
較
を
通
し
て
、

明
清
俗
曲
の
受
容
と
変
容
に
つ
い
て
、
曲
牌
（
曲
名
）
の
変
化
、
伝
播
者
の
嗜
好
や
要
因
の
観
点
か
ら
そ
の
様
相
の
一
側
面
を
明
ら
か
に

し
た
。

注（
1
）	

「
我
明
詩
譲
唐
、
詞
譲
宋
、
曲
又
譲
元
、
庶
幾
〔
呉
歌
〕〔
掛
枝
児
〕〔
羅
江
怨
〕〔
打
棗
竿
〕〔
銀
紐
児
〕
之
類
、
爲
我
明
一
絶
耳
。」（
清
・
陳
宏
緒

『
寒
夜
録
』
巻
上
）

（
2
）	

李
家
瑞
『
北
平
俗
曲
略
・
前
言
』「
劉
半
農
師
説
過
、
研
究
俗
曲
、
可
从
四
方
面
進
行
：
一
、
文
学
方
面
，
二
、
風
俗
方
面
，
三
、
語
言
方
面
，
四
、

音
楽
方
面
。
北
平
俗
曲
於
這
四
方
面
之
中
、
風
俗
一
方
面
尤
為
有
趣
、
因
為
中
間
保
存
了
許
多
史
料
」。
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。

（
3
）	

俗
曲
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
は
一
九
三
三
年
に
初
版
刊
行
し
た
李
家
瑞
の
『
北
平
俗
曲
略
』
で
あ
る
。〔
済
南
調
〕〔
利
津
調
〕〔
湖
广
調
〕〔
福
建

調
〕〔
碼
頭
調
〕
な
ど
三
十
以
上
の
曲
牌
を
綿
密
に
考
察
し
、
そ
の
源
流
、
名
称
、
変
遷
に
つ
い
て
詳
し
く
論
述
し
て
い
る
。
前
掲
注
2
版
。

（
4
）	

明
清
楽
に
つ
い
て
は
、
浜
一
衛｢

明
清
楽
覚
え
書
き
　
其
の
一
　
明
楽｣

（
九
州
大
学
『
文
学
論
輯
』、
第
十
二
号
、
一
九
六
五
年
）、｢

明
清
楽
覚
え
書

き
　
其
の
二
　
清
楽
（
一
）｣

（
同
、
第
十
三
号
、
一
九
六
六
年
）、｢

明
清
楽
覚
え
書
き
　
其
の
三
　
清
楽
（
二
）｣

（
同
、
第
十
四
号
、
一
九
六
七
年
）、

塚
原
康
子
「
明
清
楽
　
　
江
戸
の
外
来
音
楽
」（『
季
刊
コ
ン
ソ
ー
ト
』、
草
楽
者
一
一
九
～
一
二
五
頁
、
一
九
八
八
年
）、
中
尾
友
香
梨
『
江
戸
文
人
と

明
清
楽
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
加
藤
徹
「
近
世
日
本
に
お
け
る
中
国
伝
来
音
楽
の
諸
相
　
　
明
清
楽
を
中
心
に
」

は
、
王
権
の
威
儀
を
示
す
文
化
装
置
と
し
て
の
廟
堂
音
楽
、
と
い
う
視
点
か
ら
主
に
明
楽
を
取
上
げ
る
（『
ア
ジ
ア
遊
学
一
五
一
　
東
ア
ジ
ア
の
王
権
と

宗
教
』
所
収
、
一
四
三
～
一
五
六
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
5
）	

「
所
謂
時
曲
、
指
的
便
是
民
間
的
詩
歌
而
言
。
凡
非
出
於
文
人
学
士
的
創
作
、
凡
「
不
登
大
雅
之
堂
」
的
小
調
、
明
人
皆
論
之
曰
「
時
曲
」。
故
在
時
曲

的
一
個
名
称
之
下
、
往
往
有
最
珍
異
的
珠
宝
蘊
蔵
在
那
裡
。」
鄭
振
鐸
『
中
国
文
学
研
究
』「
明
代
的
時
曲
」、
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。

（
6
）	

「
正
徳
初
尚
〔
山
坡
羊
〕、
嘉
靖
初
尚
〔
鎖
南
枝
〕。（
中
略
）
語
意
則
直
出
肺
腑
、
不
加
彫
刻
、
俱
男
女
相
與
之
情
、
雖
君
臣
友
朋
、
亦
多
有
託
此
者
、
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以
其
情
尤
足
感
人
也
。
故
風
出
謡
口
、
真
詩
只
在
民
間
。」『
李
中
麓
間
居
集
』
巻
六
「
市
井
艶
詞
序
」

（
7
）	

大
木
康
『
馮
夢
龍
『
山
歌
』
の
研
究
　
　
中
国
明
代
の
通
俗
歌
謡
』
参
照
、
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。

（
8
）	
中
国
戯
曲
研
究
院
編
『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
三
、
第
二
五
九
～
二
六
一
頁
、
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
九
年
。

（
9
）	
『
明
清
民
歌
時
調
叢
書
』
所
収
、
中
華
書
局
、
一
九
五
五
年
。

（
10
）	

前
掲
注
9
所
収
。

（
11
）	

『
東
嶽
論
叢
』
第
三
五
巻
第
十
期
、
二
〇
一
四
年
。

（
12
）	

澤
田
瑞
穂
『
仏
教
と
中
国
文
学
』「
永
楽
佛
曲
」
七
九
頁
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
。

（
13
）	

馬
西
沙
・
韓
秉
方
『
中
国
民
間
宗
教
史
』（
上
海
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
三
四
〇
頁
所
引
『
朱
批
折
奏
』、
清
乾
隆
一
三
年
（
一
七
四
八
）
十
一
月
二

四
日
江
西
巡
撫
開
泰
奏
折
に
も
、
こ
の
よ
う
な
民
間
宗
教
結
社
に
よ
る
宝
巻
を
「
経
非
一
経
、
教
非
一
教
」
と
あ
る
。
車
錫
倫
氏
も
「
明
代
末
年
某
些
明

間
教
団
中
人
士
便
根
据
民
間
伝
説
故
事
、
説
唱
詞
話
或
其
他
演
唱
文
芸
故
事
改
編
成
宝
巻
、
在
為
民
衆
「
做
会
」（
斎
会
）
中
演
唱
。」
と
指
摘
す
る
。

『
中
国
宝
巻
研
究
』
二
四
一
頁
、
広
西
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
14
）	

澤
田
瑞
穂
『
増
補
　
宝
巻
の
研
究
』
参
照
、
五
一
頁
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
。

（
15
）	

「
這
類
教
派
宝
巻
大
部
分
出
現
於
万
暦
年
間
、
直
到
清
康
熙
年
間
仍
有
些
創
作
；
康
熙
以
後
的
民
間
宝
巻
中
便
不
再
唱
俗
曲
了
」『
中
国
宝
卷
研
究
論

集
』「
中
国
宝
卷
概
論
」
よ
り
、
学
海
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
16
）	

江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
四
年
、
二
五
四
頁
。

（
17
）	

『
仏
説
劉
子
忠
賢
良
宝
巻
』
の
俗
曲
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
裁
き
」
と
神
々
の
接
点
　
『
賢
良
宝
巻
』
の
変
容
に
み
る
宝
巻
の
変
遷
」
を
参
照
さ
れ
た

い
。『
中
国
文
学
研
究
』
第
四
四
期
、
九
九
～
一
一
四
頁
、
二
○
一
八
年
。

（
18
）	

車
錫
倫
『
明
清
民
間
教
派
宝
卷
中
的
小
曲
』、『
漢
学
研
究
』
第
二
十
卷
、
一
八
九
頁
、
二
〇
〇
二
年

（
19
）	

巻
末
に
「
大
明
嘉
靖
歳
次
壬
戌
三
十
四
年
九
月
朔
旦
吉
日
敬
造
」
と
題
す
る
が
、
車
錫
倫
氏
は
次
の
二
点
の
理
由
で
、
こ
の
刊
記
は
偽
称
と
し
て
い

る
。
一
、「
嘉
靖
壬
戌
」
は
嘉
靖
四
一
年
（
一
五
六
二
）
で
あ
り
、
こ
こ
の
「
三
十
四
年
」
と
は
干
支
が
合
わ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
干
支
の
誤
記
は
当
時

で
は
あ
り
え
な
い
。
二
、
こ
の
宝
巻
の
中
に
『
伏
魔
巻
』（『
関
聖
大
帝
伏
魔
宝
巻
』）
と
『
泰
山
巻
』（『
霊
応
泰
山
娘
娘
宝
巻
』）
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
万
暦
四
五
年
（
一
六
一
七
）
以
降
に
成
立
し
た
宝
巻
で
あ
る
の
で
、
こ
の
宝
巻
は
そ
の
後
に
成
立
し
た
と
判
断
で
き
る
。
も
し
干
支
の
「
壬

戌
」
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
の
次
の
「
壬
戌
」
は
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
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（
20
）	

前
掲
注
17
拙
稿
。

（
21
）	

中
国
国
家
図
書
館
蔵
、
清
刊
本
。

（
22
）	
〔
打
棗
竿
〕〔
掛
枝
児
〕
二
曲
、
其
腔
調
約
略
相
似
、
則
不
問
南
北
、
不
問
男
女
、
不
問
老
幼
良
賤
、
人
人
習
之
、
亦
人
人
喜
聴
之
、
以
至
刊
布
成
秩
、

挙
世
傳
誦
、
沁
人
心
腑
。（『
万
暦
野
獲
編
』
巻
二
五
「
詞
曲
」）

（
23
）	

其
萬
一
傳
者
、
或
今
閭
閻
婦
人
濡
子
所
唱
〔
劈
破
玉
〕〔
打
棗
竿
〕
之
類
。
猶
是
無
聞
無
識
、
眞
人
所
作
所
、
故
多
眞
聲
。（
袁
宏
道
『
錦
帆
集
』
巻
二

「
叙
小
修
詩
」）

（
24
）	

自
宣
、
正
至
成
、
弘
後
、
中
原
又
行
「
鎖
南
枝
」「
傍
粧
台
」「
山
坡
羊
」
之
属
。
李
崆
峒
先
生
初
自
慶
陽
徙
居
汴
梁
、
聞
之
以
為
可
継
『
国
風
』
之

后
、
何
大
復
継
至
、
亦
酷
愛
之
。
今
所
伝
〔
捏
泥
人
〕
及
〔
靴
打
卦
〕、〔
熬
䯼
髻
〕
三
闕
、
為
三
牌
名
之
冠
、
果
不
虚
也
。
自
茲
以
後
、
又
有
〔
耍
孩

儿
〕、〔
駐
雲
飛
〕、〔
酔
太
平
〕
諸
曲
、
然
不
如
三
曲
之
盛
。
嘉
隆
間
、
乃
興
〔
鬧
五
更
〕、〔
寄
生
草
〕、〔
羅
江
怨
〕、〔
哭
皇
天
〕、〔
幹
荷
叶
〕、〔
粉
紅

蓮
〕、〔
桐
城
歌
〕、〔
銀
灯
紐
絲
〕
之
属
、
自
両
淮
以
至
江
南
、
漸
與
詞
曲
相
遠
、
不
過
写
淫
媟
情
態
、
略
具
抑
揚
而
已
。（
沈
徳
符
『
万
暦
野
獲
編
』
巻

二
五
「
時
尚
小
令
」）

（
25
）	

浅
井
紀
『
明
清
時
代
民
間
宗
教
結
社
の
研
究
』、
研
文
出
版
、
一
九
九
〇
年
。

（
26
）	

前
掲
注
4
参
照
。

（
27
）	

明
楽
の
曲
目
の
分
析
と
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
朴
春
麗
「
江
戸
時
代
の
明
楽
と
『
魏
氏
楽
譜
』」（
明
木
茂
木
主
編
『
楽
は
楽
な
り
　
　
中
国
音

楽
論
集
』、
好
文
出
版
、
二
〇
〇
五
）、
坂
田
進
一
「
魏
氏
明
楽
　
江
戸
文
人
音
楽
の
中
の
中
国
　
」（
東
ア
ジ
ア
地
域
間
交
流
研
究
会
編
『
か
ら
船
往
来

　
　
日
本
を
育
て
た
　
ひ
と
・
ふ
ね
・
ま
ち
・
こ
こ
ろ
』
所
収
、
中
国
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
漆
明
鏡
著
『
魏
氏
楽
譜
』
解
析
、
凌
雲
閣
六
巻
本
全
訳

譜
』（
上
海
音
楽
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
等
に
詳
し
い
。

（
28
）	

『
十
九
世
紀
日
本
西
洋
音
楽
の
受
容
』、
多
賀
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
三
年
、
第
三
〇
五
頁
。

（
29
）	

楊
桂
香
「
日
本
と
中
国
の
両
国
に
お
け
る
「
九
連
環
」
の
広
が
り
と
そ
の
変
化
」、『
人
間
文
化
論
叢
』
五
、
一
三
～
二
二
頁
、
二
〇
〇
二
年
。

（
30
）	

『
北
平
俗
曲
略
』
に
も
「
是
流
行
於
妓
院
唱
寮
的
曲
調
」
と
し
て
い
る
。

（
31
）	

『
江
蘇
省
例
藩
政
』
同
治
七
年
。
王
暁
傳
『
元
明
清
三
代
禁
毀
小
説
戯
曲
史
料
』
に
収
録
。
一
二
五
頁
、
作
家
出
版
社
、
一
九
五
八
年
。
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主
要
参
考
文
献
〈
年
代
順
〉

明
・
王
驥
德
『
曲
律
』「
論
調
名
」、『
中
国
古
典
戲
曲
論
著
集
成
』
第
四
冊
。

羅
常
培
『
北
京
俗
曲
百
種
摘
韻
』、
来
熏
閣
書
店
印
行
、
一
九
五
〇
年
。

趙
景
深
『
曲
芸
叢
談
』、
中
国
曲
芸
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。

『
中
国
曲
学
大
辞
典
』、
浙
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

周
維
培
『
曲
譜
研
究
』、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。




